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基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 生涯通じて取り組む健康づくり

誰もが本人の希望に応じ働き続け、退職後も元気で充実した老後を送るためには、生涯を通じた健康づくりが重
要です。一方で、医師・保健師等の確保、救急医療体制の確保、健診受診率の向上、生活に不可欠な医療機関
へのアクセス、地域の保健医療体制の整備が課題となっています。

生活習慣の改善などの日常的な健康づくりや予防医療の充実により、重篤な病気にかかる可能性を減らし、健
康寿命を延ばすことで、町民の生活の質を高めるとともに、医療に関わるコストの削減を目指します。

・母子健診や特定健診、その他の健診について、受診対象世代等に応じた工夫、拡充に取り組み、受診率の向
上を図ります。
・健康教育、食生活改善事業、介護予防講座など、町民の健康づくりに役立つ機会の充実に取り組みます。
・乳幼児から高齢者まで健康と生命を守る予防接種事業を推進します。
・医師・保健師等の待遇改善に必要となる財源の確保や、遠隔地医療など新たな技術の活用等、医師・保健師
等の確保対策を検討します。
・行政、知多南部地域における公的病院の医療機関と地域医療機関の連携により、安定的、継続的な医療の確
保を図ります。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

後期高齢者保健
事業費

保険年金室
後期高齢者医療広域連合より健康診査業務を受託し、南知多
町の被保険者に健康診査を行います 5,047 8,060 Ｂ  

4-10-
11

国民健康保険特
別会計

保険年金室 国民健康保険制度の適切な運用に努めます 2,754,114 2,849,000 Ｂ  
4-10-
12

保健衛生一般管
理費

健康子育て
室

保健衛生に係る献血推進事業、けんこう南知多プラン推進事
業等を実施します 1,524 1,713 Ａ 2-11

4-13-
9

離島診療所運営
費

健康子育て
室

篠島、日間賀島における安定的、継続的な医療を確保するた
め、診療所の管理運営費の補助及び維持管理を行います 7,428 10,919 Ａ 2-12

4-13-
10

地域保健医療事
業費

健康子育て
室

地域の保健医療の充実と救急医療体制の確保を図ります 38,112 28,188 Ａ  
4-13-
11

予防接種事業費
健康子育て
室

乳幼児から高齢者まで健康と生命を守る予防接種事業を推進
します 43,364 35,892 Ａ 2-13

4-13-
12

保健事業費
健康子育て
室

健康教育・健康相談・訪問指導・食生活改善事業等を実施しま
す 73 401 Ａ  

4-13-
13

健康診査事業費
健康子育て
室

生活習慣病の予防や早期発見、健康づくりへの意識高揚を図
るための健診事業を実施します 8,946 17,897 Ｂ  

4-13-
14

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9580  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○規則正しい生活リズム、定期的な運動、禁煙を心掛け、健康診断を積極的に受けている。
○「健康経営（従業員の健康を、企業の生産性の向上等につなげる取り組み）」を実践している。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①地域での医療機関は地域の死活問題だと思います。知多厚生病院のような施設は絶対に欠かせないと思います。存続とIT化によって医師不足を解決
して質の高い医療体制を知多半島全体で気づいていけるとよいと思います。
②自分が糖尿病なので、若者に運動の必要性や暴飲暴食を控えるよう伝え生活習慣病の恐さを お知らせしてます。
③基本的な活動はしているが、もっと積極的なアピールが必要だ。広報でアピールするとともに、責任分担者が足で活動する地道な取り組みが不足してい
る。ある団体に委嘱しているとか、任せているといった他人任せの姿勢が見られる。
④コロナ対策など、町民の知りたい情報をもっと提供するべきだと思います。また、国保料が、県下第１位で国保や介護運営協議会を住民代表を含めた運
営にするべきで、特に議員が入っている委員会などは、町民無視の運営で改善すべきです。
⑤診療所は、1歳未満は診てくるだけで、島外に行かないといけない。
⑥近場の医師の質が良くないので、近隣市町の医療機関とも提携して、予防接種なども行きやすくして欲しい。煩雑さをなくして欲しい。
⑦診療所（離島の場合）毎日居て行って頂きたい。曜日が決まってたら、結局自分たちで救急の場合行かなければならない。
国保料金引き下げ。
⑧他がやっている良いことはどんどん取り入れていくべき
⑨町内に大規模な企業が誘致されていないので、税収入が見込めないのか､住民の税金が高額。
⑩仕事で、診療時間内に間に合わず受診できない事がほとんどです。緊急性も無いため夜間救急外来に行くのもためらってしまいます。診療時間がもう
少し長く、気軽に受診出来るといいです。
⑪今後、地域の医療施設が減っていかないか、心配。今まで頼りにしていた、知多厚生も規模が縮小しており、不安に感じる。大岩医院のように、月に数
回でも皮膚科の先生がくるなど、専門の先生がきてもらえるとありがたいです。
⑫半田市や美浜町など知多半島南部の市町としっかり連携して欲しい。
⑬適度に体を動かすための機会や場所、設備が足りない。公共の運動公園や体育施設を充実させてほしい。他地域の人も利用したいと思うようなものが
あれば、町の活性化にもつながると思う。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）

89

5-8

291



2-11

26



2-12

27



2-13

28



4-10-11

220



4-10-12

221



4-13-9

246



4-13-10

247



4-13-11

248



4-13-12

249



4-13-13

250



4-13-14

251


